
■ 表彰式 （１６：００～） 
◆ふくい産業教育フェアポスター（第３３回全国産業教育フェア福井大会PRデザイン） 

最優秀賞  福井工業大学附属福井高等学校 進学科進学二類デザイン分野２年 
平木 庵詩 
作品テーマ  「福井の恐竜仕事のマーチ」 
作品について  福井県は恐竜が有名なので、自分が得意な恐竜を描いて目立 

たせました。また、恐竜１頭１頭に職をもたせました。 
◆ビジネスアイデアコンテスト 

最優秀賞・・・・１組 
審査委員長賞・・１組   本選プレゼンにより審査、選出 
優秀賞・・・・・３組 
奨励賞・・・・・５組 
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■ 参加校 敦賀、美方、若狭、若狭東、福井農林、坂井、科学技術、奥越明成、敦賀工業 
福井商業、武生商工、高志、福井工業大学附属福井、啓新、盲学校、 
嶺北特別支援学校、奥越特別支援学校             （１７校） 

■ 司会･進行  第３３回全国産業教育フェア福井大会生徒実行委員 
■ 日 程 
１０:３０～１１:００ 開会式、さんフェア福井生徒実行委員会発表 
１１:００～１１:３０ 介護技術発表会（福祉科） 
１１:３０～１２:００ 看護技術発表会（看護科） 
１２:００～１３:００ 各コンテスト等実演 

・フラワーアレンジメントコンテスト実演（農業科） 
・ロボット競技実演（工業科） 
・ファッション展示（家庭科） 
ビジネスアイデアコンテストポスター発表 
販売（農業科、商業科）、特別支援学校体験コーナー 
おみやげ開発展示（家庭科、水産科）、企業展示 
ＶＲ体験（水産科） 

 １３:００～１３:３０ 学校紹介動画上映、ロボット競技展示 
１３:３０～１５:００ ビジネスアイデアコンテスト本選（商業科） 

 １５:００～１６:００ 文部科学省事業発表会 
             地域協働事業・・・科学技術高校 
             ﾏｲｽﾀｰ･ﾊｲｽｸｰﾙ事業・・・坂井高校、若狭高校 
 １６:００～１６:３０ 表彰式（ふくい産業教育フェアポスター・ビジネスアイデアコンテスト）、閉会式 

 

■ 介護技術発表会 （１１：００～１１：３０） 

◆「介護技術研究」の取り組み 

    介護技術は利用者の状況に応じて臨機応変に対応することが大切であり、その介護

技術を皆さんにお見せし、細かいポイントについて発表を行う。 

 

■ 看護技術発表会 （１１：３０～１２：００） 

  ◆高校生のための高校生による健康教育「スマホで健康に！！」 

    高校生のスマホ使用の実態にせまる「２４時間スマホ禁止チャレンジ」報告につい

て発表を行う。 

 

■ 各コンテスト等実演 （１２：００～１３：３０） 

  ◆フラワーアレンジメントコンテスト 

    指定された花材・資材等を使用し、制限時間内に与えられたテーマをもとに作品を

制作し、フラワーデザインの技術や芸術性を発表する。 

  ◆ロボット競技 

    競技時間は３分間。競技は、リモコン型ロボットと自立型ロボットにより、４種類

のアイテムを指定されたエリアに搬送し、競技終了時におけるアイテムとロボットの

状態に応じて得られる点数の合計を競う。 

  ◆ファッション展示 

    家庭科系科目を専門に学ぶ生徒たちが製作した被服作品の展示を行う。 

  ◆おみやげ開発展示 

    新幹線開業に向け、おみやげ開発や企業との開発商品についての取組みを発表する。 

 

■ 販売 （１１：００～１４：００）【会場：パリオcity１Fセントラルコート】 

   農業科、商業科の生徒による生産加工品、開発商品等の販売を行う。 

 

■ 特別支援学校体験コーナー （１２：００～１３：３０） 

   盲学校・・・クイックマッサージ 

   嶺北特別支援学校・・・織物（さをり）の実演 

   奥越特別支援学校・・・喫茶サービス 



■ 企業展示 （１２：００～１３：３０） 

   株式会社松浦機械製作所、吉岡幸株式会社、 

オフロム株式会社、株式会社エニックス 

 

■ ビジネスアイデアコンテストポスター発表 （１２：００～１３：３０） 

 １ 「蟹の甲羅・間伐された松の繊維から作る繊維製品（マスク）」（高志高校） 
    普通科２年 田中 健太郎、西田 一喜、山口 洋椰 

 ２ 「空き家×ワーケーションで地域活性化！＠越前海岸」（高志高校） 
    普通科２年 伊藤 桜羽、山田 千陽、山田 陽花 

 ３ 「心とからだと地域を元気に～日本初！杜仲茶フルーティー～」（若狭高校） 
    国際探究科２年 吉田 さくら 

 ４ 「らくらくかっけぇぼくん」（武生商工高校） 
    商業マネジメント科３年 道屋 愛菜、鈴木 綾 

 ５ 「GAKUWARIステッカー」（福井商業高校） 
    会計科３年 隠居 菜々美、至當 祈里、長岡 野乃子 

 

■ ビジネスアイデアコンテスト本選 （１３：３０～１５：００） 

１ 
子ども会活性化プロジェクト～子どもを通じて地域に輝きを～ 
地域コミュニティを発展させるため、イベントの企画・運営や情報発信を

行い、子ども会の活動を支援します。 

高志高校 普通科２年 
木村 優香、本田 凛音 

笹原 千佳、山﨑 彩乃 

２ 
ふくジョブ 
福井県の若者人口を増やすため、県内企業の強みを紹介し、就職活動中の

若者にとって企業選びの参考になるサイトをつくります。 

高志高校 普通科２年 
常磐井 美月、大山 柚 

堀田 一瑠、橋本 梨央 

３ 
アニメ×伝統工芸品 
 福井の伝統工芸品の魅力を全国に広めるため、福井を舞台にしたアニメと

のコラボ商品をつくります。 

高志高校 普通科２年 

朝日 文明、市村 瑠唯 

池田 周平 

４ 

坂井高校生と幸福度連続日本一の謎を探る冬の午後旅

「ぶらり坂井」の開発 
東京の中学生と協働学習を重ね、ふるさと納税返礼品として坂井市内日帰

りバス旅「ぶらり坂井」を企画しました。 

坂井高校 ビジネス・生活デザイ

ン科ビジネスコース３年 

墨崎 七海、前田 輝 

三田 菜摘 

５ 
発見リング 
子供が行方不明になるというニュースを目にし、子供の迷子を少しでも減

らすことができるのではないかと考えました。 

武生商工高校 情報ビジネス科

１年 仲保 侑与、三上 士湧 
商業ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ科１年 今川 昂翼 

 

■ 文部科学省事業発表会 （１５：００～１６：００） 

 １ 「地域に貢献するものづくり」～地域と協働するものづくりを目指して～（科学技術高校） 
機械システム科３年 柿原 瑞樹、前田 博貴、２年 松田 昇真 

化学システム科３年 田中 優也、２年 中村 光汰 

テキスタイルデザイン科３年 岩崎 瑞希、２年 辻岡 愛海、丸山 麻里奈 

電子電気科３年 伴 流斗、情報工学科３年 福島 晴斗、２年 川端 櫂李 

    地域に貢献し地域に還元するものづくりとは何か、探究活動から学んだ地域の魅力発信に繋がるも

のづくりの過程と、地域との協働によるものづくりについて、自分たちの気付きや発見を含めて発表

します。 

 ２ 「海洋プラスティック問題の解決へ」～発泡スチロールに関する条例を提案～（若狭高校） 
海洋科学科２年 壽田 未来、出口 彩奈 

海洋プラスティック問題で、小浜湾で最も数量の多い発泡スチロールの発生原因の解明と解決に向 

けての提言を議会へ請願しようとしている内容を紹介します。 

 ３ 「マイスター事業における企画研究の一端」（坂井高校） 
ビジネス・生活デザイン科ビジネスコース２年 北野 咲奈、橋本 鳳果 

食農科学科農業コース３年 中田 優都、佐孝 太翼 

電気・情報システム科電気コース３年 木下 陽太、小坂 聖真、小嶋 淳史、小嶋 大翔 

電気・情報システム科情報システムコース３年 稲敷 和大、志田 愛斗 

工業学科３年 前阪 昇英、嶋田 和希 

    ①マイスター全体説明②地域の絶滅危惧種の保全活動③ドローン活用④温泉熱の利活用⑤スマート

農業の実践から就農者の増加 


